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連
載　

母
性
保
護
を
考
え
る 

②

の
両
立
で
き
る

の
両
立
で
き
る

仕
事
仕
事

家
庭
家
庭

と
職
場
を
つ
く
ろ
う

職
場
を
つ
く
ろ
う

いつまでも健康で働ける職場を！いつまでも健康で働ける職場を！

母
性
保
護
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

生
ま
れ
つ
き
の

生
ま
れ
つ
き
の

「
特
性
」を
守
る

「
特
性
」を
守
る

　

母
性
保
護
は
、
妊
娠
・
出
産

に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
か
ら
老

年
期
の
全
て
の
女
性
に
と
っ

て
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

人
生
を
送
れ
る
か
と
い
う
大
切

な
問
題
で
す
。

　

女
性
の
か
ら
だ
は
、
生
ま
れ

つ
き
の
「
特
性
」
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
体
内
で
卵
を
生
み

出
し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
、
出

産
し
、
授
乳
す
る
機
能
が
備
わ

っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
妊
娠
し

な
く
て
も
、
新
し
い
生
命
を
宿

す
た
め
の
準
備
を
毎
月
繰
り
返

し
ま
す
（
月
経
）。
こ
の
し
く

み
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
と

密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
リ
ズ
ム
を
過
酷
な

労
働
や
環
境
か
ら
守
る
こ
と
が

「
母
性
保
護
」
な
の
で
す
。

日
常
的
な

日
常
的
な

母
性
保
護
が
大
切

母
性
保
護
が
大
切

　

本
来
は
、
時
間
外
労
働
や
深

夜
業
の
規
制
、
生
理
休
暇
な
ど

日
常
的
な
母
性
保
護
（
間
接
的

保
護
）
が
最
も
大
切
な
の
で
す

が
、
約
20
年
前
に
労
働
基
準
法

の
「
女
子
保
護
」
規
定
が
撤
廃

さ
れ
て
、
男
性
並
み
の
働
き
方

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
母

性
保
護
は
妊
娠
・
出
産
・
育
児

（
直
接
的
保
護
）
に
限
定
し
た

捉
え
方
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
木
の
根
っ
こ
や
幹
が
し
っ

か
り
し
て
い
な
い
と
花
や
実
が

な
ら
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、

日
常
的
な
母
性
保
護
が
な
け
れ

ば
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

人
生
を
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
母
性
保
護
の
権
利
が
社
会

的
に
保
障
さ
れ
る
た
め
に
も
、

長
時
間
労
働
の
規
制
や
誰
も
が

働
き
や
す
い
職
場
に
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
は
、「
生
理
休
暇
の
歴

史
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
府
職
労
女
性
部

 

　

母
性
保
護
講
師
団
）

～まずは生理休暇から～～まずは生理休暇から～

　

「
母
性
保
護
」
っ
て
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
「
私
は
結
婚
し
な
い
か
ら
」「
子
ど
も
を
産
ま
な
い
か
ら
」

「
生
理
時
に
し
ん
ど
く
な
い
か
ら
」母
性
保
護
は
必
要
な
い
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
は
た
し
て
、
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ア
メ
リ
カ
の
利
益
の
た
め

ア
メ
リ
カ
の
利
益
の
た
め

に
安
全
基
準
を
な
く
す

に
安
全
基
準
を
な
く
す

「
食
の
安
全
」
問
題
で
は

食
材
を
使
う
」
と
い
う
こ
と
も

「
障
壁
」
と
さ
れ
る
事
態
も
予

測
さ
れ
ま
す
。「
薬
価
」「
医
療

機
器
」「
診
療
報
酬
」
な
ど
日

本
の
医
療
制
度
を
支
え
る
あ
ら

「平成29年度人員体制の編成」「大阪府庁版『働き方改革』員体制の編成」「大阪府庁版『働き方改革』（第１弾）（第１弾）」を発表」を発表

必要な人員配置配置をを行い、異常行い、異常なな長時間労働長時間労働のの是正を！是正を！
　

10
月
31
日
、
大
阪
府
は
「
平

成
29
年
度
人
員
体
制
の
編
成
に

つ
い
て
」
を
通
知
し
ま
し
た
。

来
年
度
の
「
人
員
体
制
編
成
要

領
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
「
組
織
の
ス
リ
ム
化
」「
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
」
を

基
本
と
し
て
い
る
も
の
の
「
試

行
的
な
と
り
く
み
と
し
て
削
減

目
標
の
設
定
は
行
わ
ず
、
平
成

28
年
度
定
数
の
範
囲
内
で
の
人

員
配
置
を
基
本
と
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
府
職
労
は
、
団
体

　

11
月
９
日
の
部
長
会
議
で
「
大
阪
府
庁
版
『
働
き
方
改

革
』（
第
１
弾
）」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
背
景
と
し
て
「
少

子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」
や
「
女
性
の
社

会
進
出
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
」「
団
塊
世
代
の
高
齢
化
進

展
に
よ
る
大
介
護
時
代
へ
の
突
入
」
な
ど
を
挙
げ
、
育
児
や

介
護
と
仕
事
の
両
立
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

交
渉
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
、
職
場
の
深
刻
な
実
態

を
訴
え
、
一
律
的
な
人
員
削
減

を
や
め
る
よ
う
に
求
め
て
き
ま

し
た
。
人
員
削
減
目
標
の
設
定

を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
運
動
を

反
映
し
た
一
定
の
前
進
で
す
。

　

引
き
続
き
、
業
務
量
に
見
合

っ
た
必
要
な
人
員
配
置
を
求
め

て
、
と
り
く
み
を
強
化
し
ま

す
。

職
員
が
減
り

残
業
が
増
え
る

　

し
か
し
、
府
庁
の
現
状
は
、

３
６
０
時
間
の
上
限
規
制
を
超

え
る
時
間
外
勤
務
を
し
て
い
る

職
員
が
３
年
間
で
１
・
７
倍
に

増
え
、
５
０
０
時
間
超
の
時
間

外
勤
務
者
数
は
２
・
１
倍
増
加

し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
）。
そ

の
一
方
で
、
職
員
数
は
８
１
７

５
人
（
平
成
24
年
）
か
ら
７
８

３
５
人
（
平
成
28
年
）
へ
と
減

少
し
て
い
ま
す
。

業
務
の
都
合
で
勤
務

時
間
を
変
え
る
!?

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、

府
当
局
は
、
上
司
の
働
き
方
を

変
え
る
「
イ
ク
ボ
ス
運
動
」
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
の
本
格
導

入
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

試
行
実
施
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
「
柔
軟
な
勤

国民の安心・安全を心・安全を
根底から崩す崩す

基
準
の
緩
和
は
不
適
当
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
、
③
国
際
的

な
労
働
に
関
す
る
約
束
と
国
内

法
の
整
合
性
を
確
保
し
か
つ
そ

れ
を
効
果
的
に
実
施
す
る
、
④

　

い
ま
国
会
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
承
認
案
と
関
連
法
案
の
強
行
採
決
の

動
き
な
ど
緊
迫
し
た
情
勢
を
迎
え
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
日
米
の
多
国
籍
大
企
業
が
、
農

業
分
野
だ
け
で
な
く
、
医
療
・
保
険
や
共
済
、
雇
用
ま
で
、
ボ
ロ
儲
け
の
対
象
に
す
る
こ
と

が
最
大
の
ね
ら
い
で
す
。
国
民
の
生
活
や
権
利
を
ど
う
守
る
の
か
と
い
う
視
点
は
ま
っ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｈ27

（職員数：人）

26 309
7000

8000

9000

7,846

00時間超の時間外勤務者数

く）
360時間超
増加率1.7倍

500時間超
増加率2.1倍

務
時
間
の
設
定
」
と
し
て
、

「
夜
間
等
の
勤
務
時
間
外
の
業

務
を
正
規
の
勤
務
時
間
と
し
て

割
振
り
変
更
す
る
手
続
き
の
簡

素
化
を
図
る
」
こ
と
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
「
早
朝
・
夜
間

に
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
準

備
、
住
民
説
明
会
等
、
あ
ら
か

じ
め
予
定
さ
れ
て
い
る
時
間
外

の
業
務
を
、
正
規
の
勤
務
時
間

と
す
る
割
振
り
変
更
を
職
員
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
撤
回
し
か
な
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
撤
回
し
か
な
い

事故等を除く）と職員数の推移

度
、
勤
務
時
間
を
変
更
す
る
な

ど
、断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ね
ら
い
は
時
間
外
勤
務

手
当
の
節
約
な
の
か
!?

　

こ
の
間
、
職
員
が
削
減
さ
れ

る
も
と
、
時
間
外
勤
務
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
慢
性
的
・

恒
常
的
な
時
間
外
勤
務
の
実
態

が
あ
り
ま
す
。「
早
朝
・
夜
間

に
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
準

備
」
や
「
住
民
説
明
会
」
な
ど

が
時
間
外
勤
務
の
主
要
因
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
夜
間
の

仕
事
の
た
め
の
準
備
等
で
時
間

こ
の
間
の
運
動
を
反
映
し
、

こ
の
間
の
運
動
を
反
映
し
、

削
減
目
標
の
設
定
を
中
止

削
減
目
標
の
設
定
を
中
止

「
働
き
方
改
革
」の
基
本
は
、

「
働
き
方
改
革
」の
基
本
は
、

異
常
な
長
時
間
労
働
の
解
消

異
常
な
長
時
間
労
働
の
解
消

◇実施例（夜間の住民説明会）

本庁Ｂ勤務 勤務時間

割振変更後 勤務時間 住民説明会

住民説明会

遅出による職員の健康保持 時間外勤務の解消

時間外勤務

時間 9：30 10：30 11：30 18：00 19：00 20：00
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連 載

憲法を憲法をいかすのかいかすのか
変えるのか変えるのか

「自民党改憲草案」を考える ⑦

「
国
民
の
権
利
」よ
り「
首
相
の
権
力
」を
重
視

人
権
保
障
の
た
め
の

人
権
保
障
の
た
め
の

三
権
分
立

三
権
分
立

　

国
会
、
内
閣
、
裁
判
所
な
ど

の
「
統
治
機
構
」
は
本
来
、
人

権
保
障
に
奉
仕
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
立
法
、
司

法
、
行
政
の
三
権
分
立
を
定
め

て
い
ま
す
。
国
民
主
権
を
基
礎

に
代
表
民
主
制
を
と
り
、
国
会

を
「
国
権
の
最
高
機
関
」（
41

条
）
と
す
る
国
会
中
心
の
政
治

シ
ス
テ
ム
で
す
。
行
政
権
は
内

閣
に
属
し
ま
す
が
、
法
律
に
基

づ
く
行
政
の
原
則
（
法
治
主

義
）
に
加
え
、
内
閣
は
国
会
の

信
任
に
基
づ
い
て
成
立
し
、
行

政
権
の
行
使
に
つ
い
て
国
会
に

対
し
連
帯
責
任
（
66
条
３
項
）

を
負
い
ま
す
。
権
力
の
行
使
を

民
主
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
人
権
保
障
を
ま
っ
と
う

す
る
趣
旨
で
す
。

国
会
の
関
与
弱
め
、

国
会
の
関
与
弱
め
、

首
相
に
権
力
を
集
中

首
相
に
権
力
を
集
中

　

と
こ
ろ
が
自
民
党
改
憲
案
で

は
「
行
政
権
は
、
こ
の
憲
法
に

特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除

き
、
内
閣
に
属
す
る
」（
65

条
）
と
し
、「
特
別
の
定
め
」

と
し
て
（
１
）
行
政
各
部
の
指

揮
監
督
権
・
総
合
調
整
権

（
２
）
国
防
軍
の
最
高
指
揮
権

（
３
）
衆
議
院
の
解
散
の
決
定

権
の
３
つ
の
重
要
な
権
限
を
設

け
、「
内
閣
総
理
大
臣
の
『
専

権
事
項
』」（
改
憲
案
Ｑ
＆
Ａ
）

と
し
て
い
ま
す
。
改
憲
案
Ｑ
＆

Ａ
で
は
、「
行
政
権
が
合
議
体

と
し
て
の
内
閣
に
属
す
る
こ
と

の
例
外
と
な
る
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

「
内
閣
総
理
大
臣
の
専
権
」

と
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
権
限
行
使

は
、
閣
議
に
諮
ら
れ
ず
、
内
閣

は
国
会
に
対
し
連
帯
責
任
を
負

わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

会
は
内
閣
の
権
限
行
使
に
対
し

て
は
「
内
閣
不
信
任
」
を
問
え

ま
す
が
、「
内
閣
総
理
大
臣
の

専
権
」
に
つ
い
て
は
特
別
の
責

任
も
規
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
「
国
防
軍
の
指
揮
」
と

い
う
最
も
重
大
な
権
力
の
発
動

に
つ
い
て
、
だ
れ
も
責
任
を
問

わ
れ
な
い
構
造
は
、
立
憲
主
義

の
観
点
か
ら
極
め
て
異
常
で

す
。

　

自
民
党
改
憲
案
は
、
63
条
２

項
で
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の

大
臣
の
国
会
へ
の
出
席
義
務
に

つ
い
て
「
職
務
の
遂
行
上
特
に

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
」
と
し
て
、
出
席
義

務
を
免
除
し
ま
し
た
。「
国
会

に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
で
国
益
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
」（
改

憲
案
Ｑ
＆
Ａ
）
配
慮
し
た
な
ど

と
し
て
い
ま
す
。
国
権
の
最
高

機
関
で
あ
る
国
会
に
対
す
る
説

明
義
務
を
緩
和
す
る
も
の
で
、

こ
こ
で
も
行
政
に
対
す
る
国
会

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
弱
め
て
い

ま
す
。

一
院
制
の
検
討
も

一
院
制
の
検
討
も

　

自
民
党
改
憲
案
に
は
、「
二

院
制
の
見
直
し
」
は
明
記
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
改
憲
案
Ｑ
＆

Ａ
で
は
「
一
院
制
を
採
用
す
べ

き
か
否
か
は
、
今
回
の
草
案
の

作
成
過
程
で
最
も
大
き
な
議
論

の
あ
っ
た
テ
ー
マ
」
だ
っ
た
と

し
、
今
後
「
一
院
制
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
ね
じ
れ
現
象
が
で

き
る
だ
け
起
き
な
い
よ
う
に
す

べ
き
」（
同
前
）
と
い
う
観
点

か
ら
、
参
院
で
否
決
さ
れ
た
法

案
を
衆
院
で
再
議
決
す
る
場
合

に
、
出
席
議
員
の
３
分
の
２
以

上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
要
件

（
59
条
２
項
）
の
緩
和
の
主
張

を
は
じ
め
、
衆
院
優
越
の
強
化

が
主
張
さ
れ
た
と
し
て
い
ま

す
。

　

首
相
権
限
の
強
化
、
衆
院
優

越
の
強
化
で
「
効
率
的
」
決
定

を
優
先
す
る
発
想
で
す
。
し
か

し
こ
れ
は
、
権
限
を
分
割
し
、

権
限
相
互
に
均
衡
を
も
た
せ
る

こ
と
で
判
断
を
慎
重
に
し
、
個

人
の
尊
厳
を
維
持
す
る
と
い
う

日
本
国
憲
法
の
立
憲
主
義
の
構

想
と
は
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

＊軽食を用意します。

非常勤職員のつどい

府
職
労

府
職
労

非常勤職員のみなさん、
ご参加ください！

日時日時 11月18日（金）18時より

場所場所 府職労会議室

○ 申し込み・問い合わせは
　お近くの組合役員か府職労まで

職場で日ごろ感じ

ていること、疑問

に思うこと、なん

でも自由に交流し

ましょう

　

「
食
の
安
全
」
問
題
で
は

「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
た
め
の
米
国

産
牛
肉
の
輸
入
規
制
を
緩
和
せ

よ
」「
防
カ
ビ
剤
の
表
示
義
務

を
な
く
せ
」
な
ど
、
ア
メ
リ
カ

に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
日
本
の

規
制
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。「
薬
価
・
医
療
」
問
題
で

は
「
営
利
会
社
の
医
療
へ
の
参

入
を
認
め
よ
」「
日
本
の
薬
価

決
定
時
に
米
企
業
に
口
出
し
さ

せ
ろ
」、
高
速
道
路
、
鉄
道
、

都
市
開
発
で
は
「
公
共
事
業
に

米
企
業
の
参
加
を
」
と
い
う
要

求
も
出
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
や
国
民
皆

学
校
給
食
や
国
民
皆

保
険
制
度
に
も
影
響

保
険
制
度
に
も
影
響

　

特
に
問
題
な
の
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ

条
項
（
投
資
家
対
国
家
紛
争
解

決
）
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項

は
、
自
由
貿
易
協
定
な
ど
を
締

約
し
た
国
の
企
業
や
投
資
家
が

損
害
を
受
け
た
と
き
に
相
手
国

を
訴
え
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組

み
で
す
。
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
事

項
が
対
象
に
さ
れ
、
地
方
自
治

体
が
発
注
す
る
仕
事
や
学
校
給

食
に
も
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

学
校
給
食
で
は
「
地
産
地
消
の

本
の
医
療
制
度
を
支
え
る
あ
ら

ゆ
る
事
項
が
協
議
対
象
に
な

り
、「
国
民
皆
保
険
制
度
」
が

壊
さ
れ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

労
働
条
件
の

労
働
条
件
の

悪
化
に
も
つ
な
が
る

悪
化
に
も
つ
な
が
る

　

雇
用
分
野
で
も
、
貿
易
と
国

際
投
資
の
円
滑
化
に
は
、
雇
用

の
自
由
化
・
流
動
化
が
不
可
欠

だ
と
い
う
こ
と
で
、
労
働
者
保

護
の
規
定
を
骨
抜
き
に
す
る
こ

と
も
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
保
護
事
項
で
あ
る
①

Ｉ
Ｌ
Ｏ
加
盟
国
と
し
て
の
義
務

を
再
確
認
す
る
、
②
貿
易
・
投

資
の
促
進
を
目
的
と
し
た
労
働

「平成29年度人員体制の編成」「大阪府庁版『働き方改革』「平成29年度人員 （第１弾）」を発表

必要必要なな人員配置人員配 を行い、異常な長時間労働の是正を！

国民の安心・安全を国民の安心
根底から崩す根底から崩す

れ
を
効
果
的
に
実
施
す
る
、
④

協
定
の
規
定
の
解
釈
や
適
用
を

め
ぐ
り
問
題
が
生
じ
た
場
合
の

協
議
、
紛
争
解
決
手
続
の
適
用

に
つ
い
て
定
め
る
と
い
う
当
然

の
事
項
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

安
倍
首
相
が
答
弁
で
日
本
の

批
准
が
遅
れ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
か
ら
「
再
交
渉
を
求
め
ら

れ
る
事
態
を
引
き
寄
せ
か
ね
な

い
」
な
ど
と
言
い
出
し
て
い
る

の
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
詳
細
な
内
容

を
国
民
に
知
ら
れ
る
前
に
強
行

す
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
間
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
中

身
は
秘
密
に
さ
れ
、
国
会
で
の

十
分
な
審
議
は
進
ん
で
い
ま
せ
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424 150 595 207 688 242 726 3

8,175

7,925 7,920 7,84

360時間超の時間外勤務者数 内500時

職員数の推移（※教育・警察・消防職員を除く）

と
す
る
割
振
り
変
更
を
職
員
の

了
承
の
も
と
、
各
所
属
で
変
更

を
行
え
る
よ
う
に
す
る
」（
実

施
例
参
照
）
と
し
、
来
年
１
月

の
施
行
実
施
、
４
月
の
本
格
実

施
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

「
柔
軟
な
働
き
方
」の

悪
用
は
許
せ
な
い

　

そ
も
そ
も
、
労
働
時
間
は
全

職
員
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
基

本
で
す
。
育
児
や
介
護
の
要
件

に
よ
っ
て
「
柔
軟
な
働
き
方
」

を
要
す
る
場
合
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
業
務
の
都
合
で
そ
の
都

ん
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
強
行

採
決
は
絶
対
に

許
さ
れ
ま
せ

ん
。
府
職
労
は

野
党
共
闘
と
市

民
と
の
共
同
運

動
と
と
も
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
廃
案

を
求
め
と
り
く

み
を
進
め
ま

す
。

府職員の時間外勤務の状況（非常災害、突発的な事件・事故等

仕
事
の
た
め
の
準
備
等
で
時
間

内
も
懸
命
に
仕
事
を
し
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。「
柔
軟
な
勤

務
時
間
の
設
定
」
は
、
職
場
実

態
を
無
視
し
、
目
先
の
時
間
外

勤
務
手
当
を
節
減
す
る
た
め
の

も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　

府
職
労
は
、
安
易
な
勤
務
時

間
の
割
振
り
変
更
に
反
対
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
不
払

い
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
根
絶
、
恒

常
的
な
長
時
間
労
働
の
解
消
、

安
心
し
て
健
康
で
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、と
り
く
み
を
強
化
し
ま
す
。
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